
日本フライングディスク協会のあゆみ

年 周年 出来事 会員数 実数

1975 1975年10月、名古屋に日本フリスビー協会設立される。事務局はフリスビー輸入元の岩本商事（名古屋市千種区）に置かれる。初代会長　岩本勝也社長。米国デモ選手来日。 約１００名 101
1976 ビクター・マラフロンテ率いる全米チャンピオンチーム来日、普及活動を行う。第1回全日本フリスビー選手権大会開催（名古屋市）。全日本ガッツ選手権、東西対抗戦として開催。 217

1977
事務局、東海スポーツ（名古屋市）に移転。第2代会長　瀬尾実・東海スポーツ社長。世界フリスビーディスク選手権、日本代表派遣始まる。全日本フリスビー選手権大会、杉山嘉久、掛布貴小夜初代王者に。
全日本アルティメット＆ガッツ選手権、両種目ともに男子・愛知学院大学初優勝。 279

1978 ディスクゴルフ常設コース第１号岐阜県恵那峡ランドに誕生。日本体育学会会場でデモンストレーション行われる。全日本アルティメット＆ガッツ選手権、両種目ともに愛知学院大学２連覇。 305

1979
世界フリスビーディスク選手権大会で日本代表チームが国別総合第２位（参加国１４か国中）に。全日本フリスビー選手権大会、掛布貴小夜３連覇、七戸江季初優勝。
全日本アルティメット＆ガッツ選手権、両種目ともに愛知学院大学３連覇。全日本ガッツ選手権（万博記念公園）、ハート初優勝。 約７００名 693

1980 5
日本フリスビー協会は日本フリスビーディスク協会に名称を変更した。有田哲郎ディスタンス日本記録ファストバックディスク、サイドアームで152.40ｍ。
全日本フリスビー選手権大会、七戸江季２連覇、挽野治代初優勝。全日本アルティメット、男子・愛知学院大学５連覇。 493

1981
事務局、東和通商（名古屋市中区）に移転。第3代会長　星山一朗　東和通商社長。全日本フリスビー選手権大会、田村薫、柿本千枝子、木谷真佐子初優勝。
全日本アルティメット、男子・獨協大学初優勝。 639

1982
世界選手権派遣選手選考会開催（～1983）。全国健康福祉祭（ねんりんピック）愛知大会でディスクゴルフが公式競技に。全日本フリスビー選手権大会、三田剛久初優勝。
全日本アルティメット、男子・東京経済大学初優勝。 400

1983
事務局、ツクダ（東京都台東区）に移転。第４代会長に江橋慎四郎東大名誉教授。WDC木谷真佐子&柿本千枝子DDC優勝。第６回スペシャルオリンピックス（ルイジアナ州）日本チーム優勝。
全日本個人総合、柿本千枝子２度目、大島寛初優勝。全日本ガッツ、イーグレット・アベック優勝。第１回全日本ディスクゴルフ（メナード青山）男子・横田浩、女子・柿本千枝子優勝。 約８００名 747

1984
名称を「日本フライングディスク協会」に改名。世界アルティメット＆ガッツ選手権大会へ代表チームを初めて正式派遣。「ジャパンオープン」として全日本選手権全種目を同時開催（～86年）。
全日本アルティメット選手権大会、女子・獨協大学２連覇。全日本ガッツ、男子・セーフティーゾーン、女子・日本大学文理学部初優勝。

1985 10
世界フライングディスク連盟（WFDF)に加盟。国営公園内常設ディスクゴルフコース第１号昭和記念公園に。NHK教育TV「お達者クラブ」でディスクゴルフ取り上げられる（３０分番組）。
全日本ガッツ、男子・Ｆ.Ｕ.Ｇ、女子・ＰＡＲＣＯ初優勝。

1986 日本ディスクゴルフ協会設立。大島　寛U.Sオープン、ディスタンス世界チャンピオンに。（株）ヒーロー工房、賞金付ディスクゴルフ大会開催（第１回LARKジャパンカップ/国営昭和記念公園）

1987
大島　寛U.Sオープンディスタンス２連覇、TRC、世界チャンピオン、個人総合準優勝。全日本個人総合選手権大会、横田浩初優勝。
全日本アルティメット選手権大会、男子・東京経済大学６連覇。全日本ガッツ、椙山女学園大学初優勝。

1988
大島　寛世界選手権ディスタンス日本記録171.34ｍ世界チャンピオン。TRC92.64ｍファストバックディスクで世界記録（ギネスブック掲載）。
大内勝利ディスタンスジュニア世界記録160.22ｍ。全日本ガッツ、クリシュナ、オービット初優勝。

1989 井上マヤ　ディスカソン世界チャンピオンに。全日本個人総合選手権大会、柿本千枝子７度目、大島寛６度目の優勝。全日本ガッツ、アニマルズ、初優勝、エリックス２度目の優勝。

1990 15
小笠原　位U.SオープンTRC３位、大島　寛U.Sオープンディスタンス３位。日本学生フライングディスク連盟発足。全日本学生アルティメット選手権大会スタート（初代王者・上智大学・アベック優勝）。
全日本個人総合選手権大会、羽深陽子初優勝。全日本ガッツ、Ａ.Ｇ.Ｆｕｎｋｓ、ＣＵＪＣ初優勝。

1991 全日本アルティメット選手権大会、NHK－BS1で初生中継全国放送、クルーズ４連覇、女子・上智大学３連覇。全日本個人総合選手権大会、大内勝利初優勝。

1992
世界アルティメット＆ガッツ選手権日本初開催（宇都宮）女子アルティメット優勝。「アルティメット全日本王座決定戦クルーズ初代王者」（～96年）。
日米親善アルティメット（～95年）。大島寛MTA15.30秒日本記録。全日本アルティメット、男子・上智大学初優勝、女子・上智大学４連覇７度目の優勝。

1993 柿本千枝子SCF世界チャンピオンに。全日本アルティメット、女子・日本体育大学初優勝。

1994 世界アルティメット＆ガッツ選手権、アルティメット・オープン５位、女子６位。全日本アルティメット、クルーズ６度目の優勝。 約１０００名

1995 20
事務局、クラブジュニア（東京都葛飾区）に移転。協会設立２０周年。全日本アルティメット選手権大会、男子・日本体育大学初優勝、男女アベック優勝、参加者１１１５名。
全日本学生アルティメット選手権大会、男子・近畿大学２度目の優勝、参加者１１０６名。

1996 世界アルティメット＆ガッツ選手権、アルティメット女子３位。全日本アルティメット選手権大会優勝チームに文部大臣杯授与、ボンバーズ、スパイラル初優勝。柿本千枝子SCF世界チャンピオンに。

1997 大内勝利世界個人総合ディスタンス３位。フライングディスク「RD」長野オリンピック公認オフィシャルグッズに。大内勝利、日本新記録177.50ｍ。全日本アルティメット、ペルピュー初優勝。

1998 世界アルティメット＆ガッツ選手権、アルティメット・オープン、女子準優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、日本体育大・男女３年連続アベック優勝。

1999
アルティメット・ドリームカップ開催。世界アルティメットクラブチーム選手権、ミックス準優勝、女子３位。全日本アルティメット、文化シャッター初優勝。
全日本学生アルティメット、女子・成蹊大、初優勝。全日本ディスクゴルフ（奈良・橿原公園）男子・晄勇人５度目の優勝。

2000 25
世界アルティメット＆ガッツ選手権、アルティメット・女子準優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、日本体育大・男女６度目アベック優勝。全日本ガッツ、Ｋａｔｏｎ初優勝、ＣＵＪＣ１１連覇。
全日本ディスクゴルフ（秋田県立中央公園）男子・吉野優作初優勝、稲見直子１０度目の優勝。 約２０００名

2001
秋田ワールドゲームズでアルティメット、ディスクゴルフが正式種目に（アルティメット３位、ディスクゴルフ･オープン４位）。全日本アルティメット、スパイラル５度目の優勝。
２００１年８月より、５代目会長に、筑波大学名誉教授 長谷川純三が就任。 2180

2002 世界アルティメットクラブチーム選手権、アルティメット・マスターオープン５位。全日本学生アルティメット選手権大会、男子・大阪体育大、初優勝。 約２５００名 2545
2003 小松由香里世界新記録１９投でアキュラシー世界チャンピオンに。全日本アルティメット、ＨＵＣＫ初優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、男子・成蹊大、初優勝。 2670
2004 日本代表チームKaton ガッツで世界アルティメット＆ガッツ選手権初優勝、アルティメット・オープン５位、女子６位。 2825

2005 30
１月５日特定非営利活動法人（ＮＰＯ）の認証。協会設立３０周年。都道府県協会３８に。ドイツワールドゲームズでアルティメット４位。第１回ドッヂビー全国大会開催（ナゴヤドーム）。
全日本アルティメット選手権大会、ＭＵＤ初優勝、参加者１５５２名。 約３０００名 2921

2006 世界アルティメットクラブチーム選手権、アルティメット・オープン、女子、マスターオープン優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、男子・慶應大、初優勝。 3020
2007 アジア・オセアニア アルティメット選手権大会（台湾）、ミックス優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、男子・中京大、女子・大阪体育大学、初優勝。

2008 世界アルティメット＆ガッツ選手権、アルティメットU-１９女子優勝、女子、ミックス準優勝、オープン３位。アルティメット・ドリームカップ参加者２００５名。 3033

2009
第８回高雄ワールドゲームズでアルティメット、準優勝。アジア・オセアニア アルティメット選手権大会（フィリピン）、オープン優勝。全日本ガッツ選手権大会、ＣＵＪＣ１８度目の優勝。
２００９年６月より、６代目会長に、世界フライングディスク連盟理事・スポーツアコード（国際スポーツ団体連合）前理事・国際ワールドゲームズ協会理事の師岡文男が就任。 3127

2010 35
世界アルティメットクラブチーム選手権、アルティメット・メン３位、ウィメン準優勝。世界U-２３アルティメット選手権、オープン、女子準優勝。
全日本個人総合選手権大会、大島寛１５度目の優勝。全日本学生アルティメット新人戦、参加者１０６１名。 3114

2011 アジア・オセアニア アルティメット選手権大会（台湾）、オープン・ミックス優勝。全日本個人総合選手権大会、小松由香里６度目の優勝、石原雅敏初優勝。 3188

2012
中学校学習指導要領に掲載。JFDA 主催大会及び世界大会の映像配信開始。SNSの活用による情報発信の開始。
世界アルティメット＆ガッツ選手権、日本で２度目の開催（堺市）、ガッツ、アルティメット女子優勝、ミックス、オープンマスター、ウィメンマスター３位。U24アルティメット日本代表の一般公募開始。 3194

2013
世界フライングディスク連盟が2013年5月、IOC（国際オリンピック委員会）理事会において準公認団体に認定される。
世界U-２３アルティメット選手権、女子準優勝、ミックス３位。コロンビアワールドゲームズでアルティメット５位。 約３５００名 3428

2014
ＮＰＯ法人を解散し、一般社団法人に。日本オリンピック委員会加盟団体（承認団体）となる。全日本個人総合選手権大会、大内勝利１５度目の優勝。全日本アルティメット選手権大会、文化シャッター１６年連続優勝。
全日本ガッツ選手権大会、Ｋａｔｏｎ１１度目の優勝。全日本学生アルティメット、日本体育大学８度目のアベック優勝、参加者２０９４名。 約４０００名 3943

2015 40
協会設立４０周年。世界フライングディスク連盟が国際オリンピック委員会（IOC）の承認団体、２０２０年東京オリンピック競技大会追加提案種目としてアルティメットとビーチアルティメット申請。
アルティメットガイドブックの全国配布開始。アジア・オセアニアアルティメット＆ガッツクラブチーム選手権大会、メン優勝、ミックス３位。アルティメット・ドリームカップ参加者１４１チーム２２２１名。
全日本学生アルティメット選手権大会、男子・和歌山大、初優勝。

4335

2016
スポーツ庁との綿密な連携を開始。スポーツ・フォー・トゥモロー・コンソーシアム会員に。JFDA主催アルティメット大会主要試合のライブ配信開始。世界アルティメット＆ガッツ選手権、両種目ともメン準優勝。
全日本アルティメット選手権大会、文化シャッター１８年連続優勝、壱６度目の優勝。全日本学生アルティメット選手権大会、男子・びわこ成蹊スポーツ大学、初優勝。 4786

2017
2017.2月第1回全日本ビーチアルティメット選手権大会（石垣島）。全日本個人総合選手権大会、大内勝利１７度目の優勝。全日本アルティメット選手権大会、ノマディックトライブ初優勝、ＨＵＣＫ４度目。
アジア・オセアニアアルティメット＆ガッツクラブチーム選手権大会、メン・ウィメン優勝。第10回ワールドゲームズ大会５位。世界U-24アルティメット選手権大会ミックス準優勝。
日本体育協会加盟団体（準加盟団体）となる。47都道府県に都道府県協会が設立される。（2018年3月24日に石川県協会の設立が理事会にて承認。）

4815

2018
全日本アルティメット選手権大会、文化シヤッターが１９度目の優勝、壱が７度目の優勝。全日本大学アルティメット選手権大会、男子・早稲田大学、初優勝。女子・日本体育大学１１度目の優勝。
全日本大学新人アルティメット選手権大会が全日本U21アルティメット選手権大会と名称変更。 約５０００名 5083

2019 45
JFDA本部事務所が、JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE（東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号）に移転。6月に和歌山県白浜町にて、アジアオセアニアビーチアルティメット選手権大会を開催。
世界U-24アルティメット選手権大会ウィメン部門ミックス部門が準優勝。 アジアオセアニアアルティメット選手権大会メン部門ウィメン部門が優勝、ミックス部門が準優勝。
初開催のアジアオセアニアジュニア＆マスターズアルティメット選手権大会に、ジュニアメン部門とマスターミックス部門を派遣。

5185


